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オープンアクセスと
機関リポジトリ

��義�大学文学�

���子

学術コミュニケーション

「大学図書館の存在ありき」ではない

①研究者の研究活動

②雑誌論文や図書の出版活動
③(従来の)図書館の収集，提供活動

この研究およびコミュニケーション活動，
さらに社会全体が大きな変革期

変化の基本的仕組み，構造の理解が目的

本講義の構成

1. 学術情報と学術コミュニケーション

2. 学術雑誌と電子ジャーナル

3. オープンアクセスの理念と沿革

4. オープンアクセスを実現する手段

5. 機関リポジトリ

科学者共同体と学術情報

既
存
知
識(

体
系)

研
究
計
画

成
果
公
表

実験

既
存
知
識(

体
系)

科学者共同体
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学術情報の基本特性

共有性と累積性

「ギフトの円環」

公開への志向：オープンアクセスの背景

専門性
専門家へ向けての効率的な流通
一般への公開の意識はない（クラブ財）

「科学の本質はコミュニケーションである」

既存の知識との不断の検証と成果公表が
必須

①Peer Review（評価）

②学術情報の流通

本講義の対象

研究にとってのコミュニケーション

学術雑誌の４機能

1. 登録 registration
新しい成果出現の識別，プロセス開始

２．保存 archive
半永久的成果の保存（保証）

３． 認証 certification
査読制

４． 報知 awareness
世界的流通の確保

大学図書館

編集・発行のステークホルダー
(印刷媒体)

編集・発行のステークホルダー
(電子ジャーナル)

変化
なし

大変革
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オープンアクセスとは

Budapest Open Access Initiative
(BOAI)
①査読された雑誌論文

②インターネット上で無料で

③閲覧、ダウンロード、コピー、配布等

＊対象（雑誌論文に限定しない）

時期(刊行後即時か，エンバーゴか)
に関しては，多様な立場

究極の理念

理念としてのオープンアクセス

Willinsky “学術情報へのアクセスの増大”
人間が持つ基本的権利（知る/知らしめる）

・図書館のこれまでの活動すべて

・Elsevier社のEJプラットフォーム
（２０００誌以上の論文書誌情報の無料提供）

等々も理念としてはオープンアクセス

オープンアクセスの沿革１

統一的な運動ではない

一種の旗印

起源

①1991年 e-print archive → arXivへ
プレプリント文化の電子化という別の文脈

②1994年 Harnad 「転覆計画」提案

セルフアーカイビングの理念確立

オープンアクセスの沿革2
オープンアクセス雑誌の誕生

BioMed Central社
PLoSシリーズ

発展への契機

①米国下院歳出委員会

NIH助成研究の公開義務づけ提案

②英国下院科学技術委員会報告書

全大学での機関リポジトリ構築を勧告

オープンアクセスと機関リポジトリ　219



オープンアクセス実現手段

１ 雑誌刊行側によるOA (Gold road)

2 セルフアーカイビングOA (Green road)

オープンアクセス雑誌

エンバーゴ

オープンアクセ
スオプション

機関リポジトリ

arXiv

PubMed Central
(Author manuscript)

オープンアクセス雑誌

新しい学術雑誌のモデルとしてのOA雑誌

オンラインのみ（利用は無料）

査読制の堅持（既存雑誌と同等の質）

著者支払モデル（新しいビジネスモデル）
OA雑誌専門の商業出版社

BioMed Central社→Springer社吸収

タイトル数は増加しているが評価は▲

PLoS Biology
OA雑誌であっても高い評価（IFなど）

多額の助成金(寄付)に依存

オープンアクセス論文提供

完全フリーアクセス雑誌（少数）

既存の学術雑誌のオープンアクセス対応

①エンバーゴ
High Wire Press(６３８万全文，OA２０６万)

②オープンアクセスオプション
著者が支払えば論文をOAに

＊意図しないOA雑誌

公的な電子ジャーナルプラットフォーム

J-STAGEの雑誌：Web版のみ無料公開多
数

e-print アーカイブ

主として物理学分野 arXiv.org
プレプリント電子版のアーカイブ

１９９１年 ロスアラモス国立研究所
Ginsparg 個人のシステムとして開始

研究者が自主的に登録し，自由に利用

サーバ管理以外仲介者を必要としない

究極の学術情報流通手段として注目

登録論文の推移

19年間累積 61万論文

NIHのPubMed Central

［沿革］

1999年 E-biomed計画：新たなモデルの提案

2000年 既存学術雑誌アーカイブとして開

2004年 政府歳出委員会の勧告

2005年 Public Access Policy
NIHが助成した研究成果は発表後１年以内
にPMCで無料公開を要請

2008年 PMCでの１年以内無料公開を義務化
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著者原稿の登録数推移

http://www.nihms.nih.gov/stats/

NIHのPubMed Central

学術情報流通の新しいステークホルダー
研究助成機関

医学医療分野という特性

NIH（NLM)の情報提供の伝統

PubMedの無料提供

Webでの一般人への情報公開

一般人への情報公開への
強い社会的要請

二つの目的(文脈)

Crow
学術コミュニケーションの変革の推進

大学と大学図書館はその構成要素

学術機関の知的資産の保管
保存対象の変化と拡大（基本機能は同じ）
結果として学術機関の認知度を上げる

機関リポジトリの目的は
必ずしも明確ではない

構成要素

① メタデータ世界標準
１９９９年 OAI発足
２００１年 OAI-PMH

② オープンソフトウェア
２００２年 Dspace

③ 国，団体による支援
米国 SPARC
日本 国立情報学研究所
英国 JISC

機関リポジトリ数の推移

OpenDOAR. http://www.opendoar.org/

世界で約１7０
０

（2010.7）
米国 371

日本 79
英国

ドイツ

オーストラリ
ア
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収録対象別本文件数(日本)

Nii IRDBコンテンツ分析 http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php

雑誌論文
14%

紀要 54%

本文６７８万件
(155機関)
2010.06.30

どう位置づけるのか

大学図書館内での位置づけ
国立大学の6割以上構築
予算，人員ともにごくわずか

機関リポジトリは何を目指しているのか
既存の学術雑誌，図書の収集・提供
の延長線上にはない役割

目的と方向性が不明確なまま

大学図書館に期待する機能

Schonfeld, R.C.; Housewright, R. Faculty Survey 2009: Key Stategic 
Insights for Libraries, Publishers, and Societies. 2010.4, 35p.

http://www.ithaka.org/ithaka-s-r/research/faculty-
surveys-2000-2009/Faculty%20Study%202009.pdf
p.9 Figure 7: Percent of faculty rating these roles of 
the library as important, in 2003, 2006, and 2009 

大学、大学図書館、機関リポジトリ

現時点での機関リポジトリ

脆弱な基盤、意義が理解されない

既存の図書館サービスの枠に入らない

大学図書館：大学の研究、教育支援

電子メディア中心の社会へ

大学の教育研究のあり方は変化しないのか

具体的なサービスの展開が見えない

将来の可能性

①Webでの教育重視

教材の開発、提供、実施

②e-Scienceの展開

研究データ，成果を含めた研究情報

の収集，処理、保存、利活用

③研究成果の出版活動
従来の大学紀要、教科書の
電子出版（電子的提供）

大学、大学図書館がとる戦略に依存
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